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　年間約１万９千人（2015年）が入浴中の事故死（溺水、疾患などを含む）で亡くなっており、その数
は交通事故死した人の４倍以上と言われています。入浴中の事故死は冬場の発生が多く、11月ころから
増え始め、半数は12月～２月にかけて起きています。
　今回は、この発生の要因の一つである「ヒートショック」をご紹介します。

①冷えた脱衣所や洗い場で、血管が収縮して血圧が上がる
⇒心筋梗塞や脳卒中のリスクが高まる

③浴槽から立ち上がる時
は、手すりや浴槽のヘリ
を使って、ゆっくり。

⑥同居者がいれば、入浴前
に一声かける

④食後すぐの入浴は控える。
アルコールを飲んだらアル
コールが抜けるまでは入浴
を避ける。

⑤入浴前後には水分をしっ
かり摂取。水分不足は
血圧が下がる。

②湯の温度は41度以下。
湯に浸かる時間は10分
までを目安に。

・シャワーで湯をためる
・たまった湯をかき混ぜ
て、蒸気を立てる
・暖房をつける

②湯船で身体が温まり、収縮していた血管
が一気に広がり、上がっていた血圧が低下
⇒意識を失い、浴槽で溺れてしまう
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冬のお風呂場、ヒートショック注意報

ヒートショックとは

入浴時のヒートショックの予防法

ヒートショックを予防して、
冬場の入浴を楽しみましょう。

ヒートショックは、どのようにして起こるの？

入浴時の寒暖の差で血圧が急激に変動し、心筋梗塞や意識障害を起こすこと

ヒートショックは、脱衣所や洗い場の寒さで血圧が急激に上がる」というイメージが強いですが、
「冷える」「暖まる」の２段階で注意が必要です。

輝女輝男
きらめん きらじょ

きらっと
輝く

　2017年３月に「穂の香看護専門学校」を卒業し、新城市民病院へ就職された古井千
里さんにインタビュー。
　古井さんは中学生の頃から走るのが好きで、高校は、駅伝で有名な豊川工業高校に進
学しました。陸上部に所属し、選手兼マネージャーとして走りこんだ３年間を送った古
井さんは、選手のケアをすることにやりがいを感じ、看護の道を目指すことにしたそう
です。きっとマネージャーを務めたからこそ、相手を気遣う心が培われたのでしょうね。
　そんな彼女ですが、実は学生のころまで血を見るのが苦手だったとか。「でも今は平
気です！すっかり慣れました」と元気に応えていただきました。さらに「看護に興味は
あるけど、血を見るのが苦手だし…と悩んでいる方は、迷わず挑戦してください。私も
そうでしたから」と経験談を話していただきました。
　ちなみに平成29年度は古井さんを含め７人のフレッシュな職員が新たに加わったそ
う。若いパワーが、元気に活躍していました。
上司（I部長）からもメッセージをいただきました(^_^)
古井さんの良いところは？
－若いけど、社会性があり、組織になじめる適応力があるところです。
インタビューをして
　古井さんの担当である「４階病棟」へ伺いました。きびきびと働く看護師の姿を拝見
し、こうした方々のおかげで私たちの生活が支えられているのだなと感じました。
※きらっと輝く「輝男☆輝女」コーナーに掲載を希望される独身男女を募集しています。お気軽にお問い合わせください。

氏 名・年 齢

古井　千里（21歳）
ふ る   い            ち   さ と

物事を最後まで責任を
持ってやり遂げる人

好きな男性のタイプ

自然が多いところ
新城の好きなところ

TEL企画政策課　　23‐7621　　kikaku@city.shinshiro.lg.jp問 本 em

①入浴前に脱衣所や浴室を温める

広報「ほのか」に広告を掲載しませんか 問申 本 TEL秘書人事課　　23‐7623

市内の各世帯に届けられる広報「ほのか」お知らせページに広告を掲載しませんか。
掲載料金：６カ月間（４月号～９月号）で50,000円（50ｍｍ×82ｍｍ）
　　　　　このほかにも100,000円（50ｍｍ×170ｍｍ)の枠もあります。
カ ラ ー：２色
申込方法：申込書は秘書人事課にありますので、２月７日㈬までにご提出
　　　　　ください。また、市ホームページからもダウンロードできます。
　申込多数の場合は、掲載位置などを抽選させていただく場合があります。

発行部数は

16,840
部／月

市民編集委員になって「ほのか」を一緒に作りませんか

秘書人事課　　23‐7623　　23‐7296問申 本 TEL FAX

①月に１度の会議（１時間程度）
　で特集内容を決める。
※広報紙全ての記事に携わるの
　ではありません。
②広報担当者と一緒に取材へ行く
③記事を書く
④校正
⑤発行

活動の流れ

“あなたの知りたいことを広報に載せて、市民に届けてみましょう！”

募集人員：２人　※応募多数の場合抽選
任　　期：２年（４月～平成32年３月）
住所、氏名、電話番号を記入し、はがき、ファックス、
Eメールでお送りください。また、電話でも受け付けます。

郵送先
〒441‐1392（住所の記入不要）
新城市役所　秘書人事課
info@city.shinshiro.lg.jp
２月16日㈮
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